
湖南圏域における健康危機管理拠点機能の強化
～地域包括ケア実現の地域づくりに向けて～ 南部健康福祉事務所（草津保健所）

地域の健康危機管理拠点である保健所として、平常時
から食中毒や感染症予防に対する意識を高めるととも
に、新型コロナウイルス等の新興感染症、災害等を含む
健康危機発生時に機能を発揮して的確に対応し、安全安
心な社会の実現を目指す。

R２年度

１ 健康危機管理拠点機能強化
2040年を見据え、高齢者のみならず世代分野を越えた地域包括ケアシス
テムの構築に向け、分野ごとの関係者や代表者による会議を開催し課題に
応じた検討を進め、医療保健福祉関係者の支援ネットワークを強化する。

２ 医療機能の分化と在宅医療介護の一体的な推進

３ 生涯を通じた健康づくりの推進 健康寿命の延伸
三師会、企業、保険者、団体と連携し、出前講座等による健康づくりを促
進。糖尿病を始めとする重症化予防を推進するため、医師会等と協力して実
態調査を行う

めざす姿の実現

制度や分野ごとの「縦割り」を
越えて、高齢者だけでなく、地域
の住民一人ひとりが、生涯にわた
り健康づくりを土台にして、病気
や介護が必要となった時の事を心
配せずに心豊かに安心して暮らせ
る地域（地域医療福祉ビジョン）健康危機管理

拠点機能強化
地域包括ケアシ
ステムの充実
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